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＜連絡事項＞
・中途採用スタッフのローテーション研修のスケジュールが来ており、ホワイトボードにあります。
＜患者様連絡事項＞
・小林　司様～退院準備の買い物のため、スタッフ付添いで外出しています。入院費の支払いと買い物のため30万円を引き落としています。帰院時の体調には問題ありません。
＜要注目患者様＞
・若沢　理子様～幻聴が強いと訴え表情の硬さみられていますが、日課には問題なく取り組む事ができています。対面時には幻聴内容に関する訴えはなく、スタッフと談笑する事ができ、頓服の希望はありません。
・高橋　義明様～独語・唸り声継続していますが、日課は自分から行動する事ができており、プログラムにも拒否なく参加されています。頚部の傾きはみられず、頚部痛の訴えもありません。







・井上　和美様～独語や他者への話しかけは見られていますが、苛々した様子や他者トラブルはなく経過しています。対面時にも穏やかです。
＜安ケ平Ｄｒ診察情報＞
※定期処方は2週間分処方。
・長谷川　陽一様～採血の結果は血糖の異常はない。体重は68～70㎏であり、食事は普通食を摂取しており継続としている。現在電話をかける相手は小倉さんだけだが、ずっと架ける様な事はないと話す。服薬は同内容で継続。
・上村　みわ様～腰・大腿部の疼痛を訴え歩けないと話すが、診察室には独歩にて入室。「歩く練習をした方が良い」と自ら話しているが、歩行の促しには拒否発言あり。動悸がしていると話すが、「一生治りません」と妄想に左右された発言聞かれている。処方内容は変更なし。
・滝田　英人様～小声で独語しながら診察を受けているが、大声となる事はない。主治医からの質問には答えず、幻聴と会話している。脈拍80回/分　不整脈はないが、本人は「おかしい」と訴える。幻聴による食事・睡眠への影響は少ない。
・出河　攻様～血圧は収縮期150以下で安定している。夜間の睡眠はとれており、気分も概ね安定していると報告している。疼痛や眩暈の訴えはない。服薬は同内容継続。
・中川原　義雄様～採血の結果を説明。異常値はない。レスプレンについては、咳が改善した為飲み切り止めとしている。家族から届いた写真を持参して見せ、過去に主治医と病気について話し合った内容を振り返って話しているが多弁さ見られている。
フェルビナクスチック2本処方。
＜皮膚科診察情報＞
・井上　和美様～下肢の低温熱傷は治癒。他は継続。

・若沢　理子様～肘の膿疱は治癒。踵部の乾燥みられ、角化症の診断にて尿素クリーム処方。処置追加となる。
